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　ことしの「世界患者安全の日」（9月 17 日）のテーマである「Medication 
Safety」（安全な薬剤療法・本会訳）に関連して、あらゆる場における
患者安全の推進および国民の意識・関心の向上につなげる取組事例、特
に、患者参画を促している取り組みを募集しています。「医療安全に関
する患者の声を集め、病院に対して改善に向けた提案を行っている」「多
職種協働によりポリファーマシー対策のためのチームを設置すると共
に、患者参加型の服薬確認が実施できる仕組みを構築した」など、さま
ざまな事例をお待ちしています。
【対　　象】 看護職が関わって患者安全推進の取り組みを行っている医

療機関、介護保険施設、訪問看護ステーション、地域の施
設（公共施設や福祉施設など）

【応募締切】9 月 30 日（金）
【詳　　細】 本会HP「患者安全推進の取り組みに関する事

例の募集」参照
　このたび、「助産実践能力習熟段
階［クリニカルラダー］活用ガイド
2022」を発行し、全国の分娩取扱医
療機関・診療所、助産所や行政など
に配布を行いました。
　2012 年に、全国規模で共有でき
る助産師のためのクリニカルラダー
を開発し、2013 年に初版の活用ガ
イドを公表。2019 年度の改訂を経
て、2022 年の改訂では「ウィメン
ズヘルスケア能力の助産実践能力習
熟段階」を明示し、そのレベルに応
じた教育内容を追加しました。より
実践能力を高めるために、ご活用く
ださい。
【詳細】本会HP「CLoCMiP」参照。
https://www.nurse.or.jp/nursing/
josan/clocmip/

　2022 年 6 月より、看護管理者
のマネジメント能力の強化を目的
に、看護管理者を対象に以下２つ
の相談支援事業を行っています。
相談支援を希望する看護管理者に
対し、認定看護管理者または精神
看護専門看護師が施設の看護管理
やメンタルヘルスのご相談に応じ
ます。相談に係る費用は無料です。
また、ご相談いただいた内容の守
秘義務は厳守します。ぜひご活用
ください。
■認定看護管理者による相談支
援【対象】300 床未満の医療機関、
介護施設、訪問看護ス
テーションの看護管理
者【申込締切】12 月
28 日（水）
■精神看護専門看護師による相
談支援【対象】全国の医療機関、
介護施設、訪問看護ス
テーションの看護管理
者【申込締切】12 月
28 日（水）
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　川崎医科大学総合医療センターは、在宅療養
支援センターを有し、地域の医療機関と連携強
化に取り組み、地域医療を支えている。
　2008年にがん化学療法看護認定看護師の資格
を取得した笹本奈美さん。認定看護師教育課程
を受講していた当時は、法人内の川崎医科大学
附属病院の通院治療センターに勤務していた。
さまざまな患者や家族と接する中で、患者が安
心して治療を受けられるよう、がん薬物療法に
伴う副作用を軽減するための知識や技術を身に
付けたいと認定看護師を目指した。

看護実践の幅を広げるため受講

　同院の新美保恵看護部長は、かねてより入院
治療から在宅療養に向けた支援強化などの必要

性を感じていた。また、同法人の 2病院では、
指導を担う人材育成にも力を注いでいた。
　そこで、新看護部長は、認定看護師としての
経験があり、指導者の立場として役割を担える
笹本さんに、特定行為研修の受講を打診した。
　笹本さんは、認定看護師教育課程の指導教員
などから、認定看護師制度の改正等の情報を得
ていたため、よい機会だと感じたという。半面、
がん薬物療法看護分野での特定認定看護師とし
ての実践のイメージが難しかった。そこで、笹
本さんは、同院で活躍していた、他分野の特定
認定看護師に相談。すると、病態生理や臨床推
論などの研修を受け特定認定看護師となること
で、自分の看護実践の幅がさらに広がることが
醍醐味だと分かり受講を決心した。
　研修では「フィジカルアセスメントや栄養水
分管理に関する判断等について、これまでの認
定看護師としての臨床経験から具体的にイメー
ジしやすく、他の研修者たちとも考える過程を
共有しながら学ぶことができた」と語る。

患者の状態をアセスメントし迅速なケアの提供へ

　14年に現職場である川崎医科大学総合医療セ
ンターの腫瘍内科病棟に異動となった。18年に
特定行為研修を修了。21年度からは、同病棟の
看護副師長として勤務している。
　特定認定看護師としての実践では、がん薬物
療法による発熱性好中球減少症等で、緊急入院
した患者の事例などがある。医師の診察までに、
脱水症状の状態をアセスメントして、どのよう
な補液がどのくらい必要なのかという計算を行
い、医師に提案し、迅速な治療につなげた。また、

患者や家族に
自分なりのア
セスメントを
踏まえて「今
こういう状態
が考えられま
す」とタイム
リーに説明が
できるようになり、患者や家族から「その話を
聞いて安心した」という声も聞かれた。
　同院では、特定認定看護師について、看護師
特定行為実践委員会などを通じて他職種へ積極
的に情報提供を行い、理解を深めた。新看護部
長は、院内の医師へ特定認定看護師についてイ
ンタビューを行った。すると「整った仕組みの
中で勉強してきているので、信頼できる」とい
う医師の評価があった。「病院として育成を支援
し看護全体の質を上げていきたい」と今後の目
標を語る。
　笹本さんは、特定行為研修を修了したことで
「医師の思考過程が理解でき、治療内容や方針に
ついて根拠をもって具体的にディスカッション
できるようになり、予見や早めの対応ができる
ようになったことが一番の変化だ」と語る。「今
後は、管理的立場として特定認定看護師が役割
発揮できるように調整するなど、成果を何らか
の形で示し、伝えていきたい」と抱負を述べた。
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　日本看護協会は、2021 年度より特定行為に
係る看護師の研修（以下、特定行為研修）を修
了した認定看護師の移行手続きを開始した。21
年に引き続き、本連載では特定認定看護師にス
ポットを当て、その活躍を紹介する（全 2回）。

学校法人川崎学園川崎医科大学総合医療センター
がん薬物療法看護分野

特定認定看護師　笹本奈美さん

【病院概要】病床数 647 床、看護職員 611 人、認定
看護師 11 分野 20 人　うち、特定認定看護師 8人、
移行手続き前１人、特定行為研修受講中 1人
【笹本さんの修了した特定行為区分】
・栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

※日本看護協会では、特定行為研修を修了し移
行手続きを完了した認定看護師を「特定認定看
護師」と呼称することができるとしています。

訃　報
　名誉会員の江川万千代様（82 歳）
が 6 月 17 日に逝去されました。謹
んで哀悼の意を表します。

「助産実践能力習熟段階［ク
リニカルラダー］活用ガイド
2022」を発行

患者安全推進の取り組みに関する事例の募集 「看護管理者を対象とした
相談支援事業」実施中

いのちをまもり、支えるプロフェッショナル

忘れられない看護エピソード募集

　若年層に看護の魅力を伝えるエピソードを募集しま
す。最優秀賞作品はアニメーション化します。
【応募締切】8 月 31 日（水）※当日消印有効
【募集内容】日々実践している看護から、プロフェッショ
ナルとしての看護職の専門性や魅力を、次世代を担う
若い方々に伝えるエピソードを募集します。※文字数 800 文字以内
【賞・賞金】最優秀賞20 万円、内館牧子賞10万円、優秀賞10万円
【詳 細】https://www.nurse.or.jp/episode/
【問 合 先】「忘れられない看護エピソード」事務局
☎ 03-5809-3570（平日10：00～ 17：00）Eメール：episode@campaign.ne.jp


